
教職員の超勤・過労死問題を考える！ 
講師 竹信 三恵子さん〔和光大学教授、教職員の超勤 No！ネット署名呼びかけ人〕 

  【日時】6 月 26 日（月）１８時３０分～２０時３０分 

  【場所】杉教組「会議室」〔JR 荻窪駅バス「八丁下車」桃一小正門横〕 

  
【主催】杉並区教組 特別区教組 世田谷区教組  ℡杉教組 03−3396−7121 

★教職員の異常な超勤 

 新聞等のマスコミでも、教職員の超過勤務の異常さが取り上げられています。7割以上の教員が、月６０時間 

以上の超勤を強いられています。青年部アンケートでは過労死ラインの 80 時間を超える教員が半数以上います。

「“基本給×４％の特殊勤務手当（超勤約 8時間分）”が支給されているから」と時間外労働の規制がないのです。

そんな過酷な状況の中、精神疾患による休職や退職、過労死に追いやられてしまう方も多くいます。 

 教職員組合以外にも、大学教授と過労死遺族が“教職員の時間外規制”を求めて、ネット署名運動に立ち上が

っています。超過勤務の問題を、竹信さんをお迎えして、一緒に考えていきます。 

 

  ※インターネットで「教職員の働き方改革推進 プロジェクト」と検索してください。 
様々なネット署名を集めている“change.org”のサイトから署名することができます。 

 

 


